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緊急時対策所（指揮所）の設置後、緊急時対策所（指揮所）と代替緊急時対策所の接続工事の開始まで
に、緊急時対策所の機能を代替緊急時対策所から緊急時対策所（指揮所）に移す必要があるため、以下の
申請案件について、保安規定変更認可申請を実施した。 （申請実績：2021年6月8日申請）

 緊急時対策所（指揮所）の設置に伴う変更

申請案件

申請概要

〇 緊急時対策所（指揮所）の設置に伴う変更

緊急時対策所（指揮所）の設置に伴い関連する条文の変更を行う。

（変更条文）

・第12条の２（運転管理業務）

・第13条（巡視点検）

・第83条（重大事故等対処設備）

・第87条（予防保全を目的とした点検・保修を実施する場合）

・添付２ 火災、内部溢水、火山現象、自然災害、有毒ガス対応及び火山活動のモニタリング等に係る

実施基準

・添付３ 重大事故等及び大規模損壊対応に係る実施基準

(1) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定変更認可申請の概要について
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以下に代表変更箇所を示す。変更内容の詳細は資料●－●参照

なお、申請箇所のうち、設備名称の変更のみの条文もあるが、本資料においては説明を省略する。

・第83条（重大事故等対処設備） 83-19-1 代替電源設備からの給電

緊急時対策所（指揮所）に必要な以下の設備に対し運転上の制限を定める。

 緊急時対策所用発電機車は、１台で緊急時対策所（指揮所）内に給電可能な容量を有することから１台を、また、緊急時
対策所用発電機車用給油ポンプは、１台で緊急時対策所用発電機車の連続定格運転に必要な燃料を供給できる容量を有す
ることから１台を要求する。

 緊急時対策所用発電機車の燃料源となる緊急時対策所用発電機車用燃料油貯蔵タンクについては、工事計画認可にて定め
ている油量値を要求する。

＜保安規定 第83条＞

申請箇所

(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (1/6）

変更前 変更後
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・第83条（重大事故等対処設備） 83-19-2 居住性の確保

緊急時対策所（指揮所）に必要な以下の設備に対し運転上の制限を定める。

 緊急時対策所非常用空気浄化系については、緊急時対策所（指揮所）内を換気するために必要な容量を有するものが１系
統以上動作可能であることを要求する。

 空気ボンベ（緊急時対策所用）については、予測困難なプルームの通過に対して十分な余裕を持つ容量として、工事計画
認可にて定めている空気ボンベ1,400本以上が使用可能であることを要求する。

 酸素濃度計、二酸化炭素濃度計は、緊急時対策所（指揮所）内の居住環境の基準値を上回る範囲を測定できるものが各２
個使用可能であることを要求する。

 緊急時対策所エリアモニタは、緊急時対策所（指揮所）内の放射線量を測定できるものが２個動作可能であることを要求
する。

＜保安規定 第83条＞

(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (2/6）

変更前 変更後
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・第87条（予防保全を目的とした点検・保修を実施する場合）

現在運用中である代替緊急時対策所の電源系統は低圧母線であり、その点検内容は電路の絶縁抵抗測定等の簡易なもの
のため、第87条（予防保全を目的とした点検・保修を実施する場合）の適用は不要としていた。

一方、今回申請する緊急時対策所（指揮所）の電源系統は建屋規模の拡大によって高圧母線としており、低圧母線に比
べ必要な点検項目が多く、かつ、点検自体や前後作業に要する時間も長くなることから第87条を適用する。

具体的には、緊急時対策所用発電機車による電源系を構成する共通系統を定期的に点検するに際し、第87条を適用する
ため、表87-1に以下の内容を追加する。

＜保安規定 第87条＞

(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (3/6）

変更前

規定なし

変更後
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＜添付２ 火災、内部溢水、火山現象、自然災害、有毒ガス対応及び火山活動のモニタリング等に係る実施基準＞

(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (4/6）

・火災、内部溢水、火山現象、自然災害、有毒ガス対応及び火山活動のモニタリング等に係る実施基準

工事計画認可申請書記載内容の保安規定への反映として、以下を記載する。

 緊急時対策所（指揮所）の居住性を確保するため、緊急時対策所（指揮所）の換気空調系の停止を手順に追加し、降下

火砕物の侵入防止を実施する。

変更前 変更後
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＜添付３ 重大事故等及び大規模損壊対応に係る実施基準＞

(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (5/6）

・添付３ 重大事故等及び大規模損壊対応に係る実施基準

緊急時対策所の居住性等に関する手順等について、設置変更許可申請書の記載内容から保安規定に記載すべき内容を整理

し、以下の通り反映する。

変更前 変更後
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(2) 川内原子力発電所原子炉施設保安規定の変更内容について (6/6）

以下に示す附則のとおり、緊急時対策所（指揮所）の設置に伴う変更に係る規定については、使用前
検査合格日以降に適用する。

附 則

(施行期日)

１ この規定は、20XX年XX月XX日から施行する。

→施行期日は、認可から１０日以内を記載する。

＜中略＞

３ 緊急時対策所（指揮所）の設置に伴う変更に係る規定については、緊急時対策

所（指揮所）に係る使用前検査合格日以降に適用することとし、それ以前は従前

の例による。


